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「真澄」は、菅江真澄資料センターの活動を紹介する広報紙です。



　
増
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
文
献
資
料
等
約

六
、七
○
○
点
か
ら
な
る
高
橋
友ゆ
う
ほ
う
し

鳳
子
旧
蔵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
高
橋
友
鳳
子
。
本
名
・
高
橋
友と
も
ぞ
う蔵

は
、
明
治
三
十
二

年
（
一
八
九
九
）
西に
し
な
る
せ

成
瀬
村
菅す
ご
う生

に
生
ま
れ
、
地
元

に
あ
っ
た
大
日
本
鉱
業
吉よ
し
の乃

鉱
業
所
に
勤
務
し
た

後
、
戦
後
、
西
成
瀬
村
長
二
期
、
合
併
後
の
増
田
町

教
育
長
を
四
期
務
め
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
友
鳳
子
は
行
政
・
教
育
行
政
の

み
な
ら
ず
、
若
い
と
き
か
ら
俳
句
を
安
藤
和わ
ふ
う風
・
石

井
露ろ
げ
つ月
、
和
歌
を
若
山
牧ぼ
く
す
い水
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

文
芸
に
も
高
い
能
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
俳
句
や
短
歌
に
関
す
る
資

料
が
多
く
、
ま
た
稀き
こ
う
ぼ
ん

覯
本
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
蔵
ぞ
う
し
ょ
ひ
ょ
う

書
票
や
豆ま
め
ぼ
ん本

類
も
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
特
色
づ
け
る
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
友
鳳
子
を

生
ん
だ
増
田
町
は
、
昔
か
ら
俳
句
な
ど
が
盛
ん
な
土

地
柄
で
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
年
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
増
田
町
に
よ
っ
て
一
括
購
入
さ
れ
、
そ
れ
が
現

在
の
横
手
市
に
引
き
継
が
れ
て
、
増
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
所
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
企
画

コ
ー
ナ
ー
展
な
ど
の
展
示
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
俳は

い
か
い諧

や
歴
史
関
係
の
文
献
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
本
展
は
、
真
澄
を
学
習
す
る
上
で
の
関
連
資
料

を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

　

秋
田
で
発
行
さ
れ
た
二
冊
の
俳
諧
書
に
「
真
寿
身
」

な
る
人
物
の
句
が
載
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
俳
諧
研

究
者
は
、
そ
れ
を
菅
江
真
澄
に
よ
る
句
だ
と
し
て
い

ま
す
。

　

真
澄
は
同
時
代
、
関せ
き

兎と

も毛
の
『
日ひ
や
と
い
ば
な
し

雇
噺
』
に
「
菅

江
真
澄
の
じ
ょ
う
か
ぶ
り
」
と
記
録
さ
れ
、ま
た
、「
真

澄
を
送
る
歩か

ち夫
迷
惑
」と
句
に
も
詠
わ
れ
ま
し
た（『
太

田
町
史
』）。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、「
マ
ス
ミ
」
は
秋
田

で
は
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
他
人
が

同
じ
音お
ん

の
俳は
い
ご
う号
を
使
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

も
「
真
寿
身
」
を
「
真
澄
」
と
す
る
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

俳は
い
か
い
ほ
っ
け

諧
法
華
（
版
本
）

　

吉き
っ
か
わ
ご
め
い

川
五
明
の
没
後
十
五
年
に
当
た
っ
て
の
追つ
い
ぜ
ん善
句

集
と
し
て
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
三
月
、
秋
田
・

良
栄
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
没
後
の
五
明
門
下
の
隆

盛
ぶ
り
を
世
に
示
す
た
め
、
五
明
の
肖
像
を
巻
頭
に

掲
げ
、
門
人
二
一
四
名
、
国
外
俳
人
一
七
一
名
の
句

を
集
め
て
い
る
。
こ
の
中
に
、「
う
か
れ
出で

て
迷ま
よ

は
ば

迷
へ
江
戸
の
春　

真
寿
身
」
と
あ
る
。

佐さ

よ夜
の
月つ
き

（
版
本
）

　

吉
川
五
明
の
高
弟
・
土ど

い肥
渭い
こ
う虹
編
の
五
明
追
悼
句

集
。
刊
記
は
な
い
が
、
五
明
の
十
七
回
忌
を
弔
う
た

め
に
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
書
名
の
「
佐
夜
（
さ
よ
）」
は
、
五

明
の
小
夜
庵
に
由
来
す
る
。
こ
の
中
に
、「
暦

こ
よ
み

よ
り

四し
ご
に
ち

五
日
は
や
き
寒
さ
か
な　

真
寿
身
」
と
あ
る
。

　

真
澄
の
交
遊
や
著
作
と
関
係
す
る
俳
諧
書
を
紹
介

し
ま
し
た
。

波は

ら

づ

つ

み

羅
都
々
美
（
版
本
）

　

編
者
と
版
下
筆
跡
は
吉
川
五
明
、
画
は
五
十
嵐

嵐ら
ん
じ児
で
あ
る
。
如じ
ょ
き
ん琴
（
那な

か珂
通み
ち
ひ
ろ博
）
の
序
文
に
、
寛

政
十
年
（
一
七
九
八
）
三
月
と
あ
る
。
片
面
に
発
句

と
画
を
入
れ
た
も
の
が
三
十
九
丁
（
七
十
八
人
分
）

あ
り
、
発
句
だ
け
の
も
の
が
巻
末
に
二
丁
あ
る
。
合

わ
せ
て
一
一
○
句
入
集
し
て
い
る
。
発
句
の
作
者
は

五
明
と
五
明
門
人
が
主
で
、
他
に
江
戸
、
尾
張
、
大
坂
、

和
泉
佐
野
、
南
部
、
津
軽
に
在
住
す
る
五
明
の
俳
友

の
句
が
あ
る
。
人
物
の
し
な
や
か
な
動
き
を
描
い
た

嵐
児
の
画
が
見
ら
れ
る
。

俳は
い
か
い
ご
ん
ぞ
う

諧
権
三
が
弁
（
稿
本
）

　

真
澄
は《
筆
の
山
口
》（
文
政
五
年〈
一
八
二
二
〉）で
、

乞こ
じ
き食
の
権
三
が
詠
ん
だ
と
い
う
「
薦こ
も

着
て
も
お
な
じ

匂に
ほ

ひ
の
桜
か
な
」
が
市
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
権
三
の
話
は
、
俳
諧
を
趣
味
と

し
た
人
た
ち
の
話
題
と
な
り
、
権
三
に
名
を
借
り
た

世
相
批
判
も
流
行
っ
た
よ
う
だ
。
本
資
料
は
、権
三
が
、

乞
食
仲
間
の
天
王
と
長
之
丞
を
相
手
に
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
世
相
批
判
を
し
、
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
趣
で
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、《
筆
の
山
口
》
に

書
か
れ
た
句
は
、
本
資
料
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

高
橋
友
鳳
子
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
秋
田
の

俳
諧
史
を
語
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
真
澄
の
記
述
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

真澄２

第７３回企画コーナー展

　　　　高橋友鳳子
旧蔵コレクションと
真澄

横手市・増田生涯学習センター所蔵

平成２９年
７月１５日（土）～８月２７日（日）

俳諧法華佐夜の月

▼▼

1
真
澄
が
詠
ん
だ
句

2
真
澄
の
記
録
と
俳
諧
書

3
秋
田
・
俳
諧
史
の
書
物



八や
つ
か
ほ

束
穂
集
　
春
・
冬
（
版
本
）

　

江
戸
時
代
の
秋
田
で
は
、
能
代
の
修
験
・
大
光
院

桂け
い
よ
う葉

が
貞て
い
も
ん
は

門
派
（
※
１
）

を
流
行
さ
せ
た
が
、
次
第
に

談だ
ん
り
ん
は

林
派
（
※
２
）
に
接
近
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
に
版
行
さ
れ
た
の
が

本
資
料
で
、
貞
門
派
と
談
林
派
の
句
風
が
入
り
混
じ

る
。
四
冊
の
う
ち
春
と
冬
の
二
冊
が
現
存
す
る
。
収

録
俳
人
五
五
三
人
、
総
句
数
二
、一
三
五
句
で
、
地
方

編
集
と
し
て
は
大
き
な
規
模
の
出
版
と
な
っ
た
。

　

桂
葉
と
子
の
里り
お
う鶯

に
つ
い
て
、
真
澄
は
、
俳
諧
に

名
の
あ
る
人
物
と
し
て
《
雪
の
道み
ち
お
く奥

雪
の
出い
で
わ
じ

羽
路
》

に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

十
六
景
・
五
一
色
・
籠か
ご
ぜ
ん
さ
い

前
栽
（
版
本
）

　

秋
田
に
お
け
る
蕉
風
（
※
３
）
俳
諧
の
祖
と
さ
れ
る
梅

津
其き

か雫
（
家
老
・
梅
津
半
右
衛
門
忠た
だ
あ
き昭

）
編
の
版
本
。

天て
ん
ち
じ
ん

地
人
の
三
冊
組
だ
が
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）・

同
三
年
・
同
五
年
と
、
天
地
人
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
年

は
異
な
る
。
天（
十
六
景
）は
、「
搦
か
ら
み
で
ん田

得
月
堂
十
六
景
」

を
中
心
に
、
門
人
や
知
人
に
よ
る
四
季
の
句
が
入
り

混
じ
る
。
地
（
五
一
色
）
は
、
全
編
が
歌
仙
。
人
（
籠

前
栽
）
は
、
歌
仙
や
各
会
合
の
句
を
集
め
て
い
る
。

　

真
澄
は
、《
筆
の
山
口
》
で
其
雫
の
句
を
紹
介
す
る

中
で
、其
雫
が
江
戸
の
宝
井
其き
か
く角
（
松
尾
芭
蕉
の
高
弟
）

の
門
人
で
あ
る
こ
と
を
註
記
し
て
い
る
。

湯
沢
連
（
稿
本
）

　

蕉
風
に
対
し
て
平
易
な
句
風
を
掲
げ
た
一
派
に
、

秋
田
美
濃
派
と
呼
ば
れ
る
俳
人
達
が
い
た
。
特
に
県

南
は
全
域
に
わ
た
っ
て
秋
田
美
濃
派
が
お
り
、
指
導

役
と
し
て
山
形
新
庄
領
金か
ね
や
ま山

の
西
田
李
英
（
羽う
ち
ょ
う
ぼ
う

長
坊
）

が
い
た
。
本
資
料
は
、
羽
長
坊
が
湯
沢
周
辺
の
俳
人

の
句
か
ら
秀
句
を
撰
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

真
澄
は
羽
長
坊
に
つ
い
て
、
地
誌
《
雪
の
出
羽
路

平
鹿
郡
三
》
で
、
羽
長
坊
の
著
作
と
さ
れ
る
『
仙
北

旧
記
目
録
（
仙
北
旧
跡
記
）』
を
引
く
な
ど
し
て
い
る
。

※
１ 

貞
門
派
…
俳
諧
を
俳は
い
ご
ん言

（
漢
語
や
俗
語
）
で
作

る
連
歌
と
定
義
し
、
連
歌
の
様
式
を
平
易
に
し
た
。

詠
句
は
縁え
ん
ご語

や
掛か
け
こ
と
ば詞

を
多
用
し
、
故
事
や
古
典
に
基

づ
く
言
語
遊
戯
を
特
徴
と
し
た
。 

文
学
を
庶
民
の
身

近
な
も
の
と
し
た
が
、
言
語
遊
戯
は
類
型
化
し
や
す

く
、
談
林
派
の
台
頭
を
許
し
た
。

※
２ 

談
林
派
…
江
戸
前
期
、
西
山
宗
因
を
指
導
者
と

す
る
作
風
。
大
胆
、
奇
抜
な
発
想
表
現
を
追
求
し
、

従
来
の
本
歌
取
り
に
加
え
て
謡
曲
や
漢
詩
文
を
取
り

入
れ
、
手
法
で
は
破は
ち
ょ
う調

や
速そ
く
ぎ
ん吟

を
特
徴
と
し
た
。
新

奇
さ
を
ね
ら
っ
た
自
由
奔
放
な
俳
諧
で
、
延
宝
元
年

（
一
六
七
三
）
か
ら
七
、八
年
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

※
３ 
蕉
風
…
松
尾
芭
蕉
が
唱
え
た
俳
諧
の
流
派
。
発

句
（
連
歌
や
連
句
の
最
初
の
句
）
に
詩
情
を
求
め
、

和
歌
・
漢
詩
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
卑
近
な
素
材

を
活
き
活
き
と
蘇
よ
み
が
えら

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
び

（
寂
）
な
ど
の
理
念
を
追
求
、
連
句
で
は
余
情
を
重
ん

じ
た
。

　
高
橋
友
鳳
子
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
お
よ
そ

一
、六
○
○
点
に
も
及
ぶ
短
冊
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、

歌
（
短
歌
）
と
俳
句
で
、
詠
み
手
は
秋
田
県
内
外
の

人
物
、
時
代
は
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
幅
広
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
真
澄
自
身
の
短
冊
と
、
真

澄
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
の
短
冊
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
短
冊
の
ル
ビ
は
旧
仮
名
遣
い
を
し
て
い
ま
す
。）

短
冊
を
紹
介
し
た
人
物

●
高た
か
は
し
さ
だ
ふ
さ

階
貞
房
…
真
澄
と
最
も
親
し
く
交
流
し
た
秋
田

　

藩
士
。

●
進
藤
俊
武
…
《
筆
の
山
口
》
に
名
前
が
出
て
く
る
。

●
吉き

っ
か
わ
た
だ
ゆ
き

川
忠
行
…
《
筆
の
山
口
》
に
、
若
き
忠
行
の
名

　

が
出
て
く
る
。
兵
術
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
私

　

塾
で
歌
学
や
国
学
を
教
え
た
人
物
で
も
あ
る
。

●
吉き
っ
か
わ
ご
め
い

川
五
明
…
真
澄
が
初
め
て
秋
田
を
訪
れ
た
天
明

　

五
年
（
一
七
八
五
）、
秋
田
俳
壇
の
宗
匠
で
あ
っ
た

　

吉
川
五
明
を
訪
ね
て
い
る
。

●
国
谷
金き
ん
ば馬
…
横
手
の
俳
人
。
真
澄
と
同
時
代
の
人

　

物
だ
が
、
実
際
の
交
流
に
つ
い
て
は
不
明
。《
雪
の

　

出
羽
路
平
鹿
郡
十
三
》
に
、
蕉
風
俳
諧
で
名
が
知

　

ら
れ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

真
澄
の
短
冊

江
　
菅
（
い
り
え
の
す
げ
）

　
み
し
ま
江え

に
み
し
ま
す
が
笠が
さ

た
れ
も
き
て

　
ぬ
れ
つ
ゝ
刈か

ら
む
波な
み

の
し
ら
菅す
げ

　
　
　
真
澄

出
言
恋
（
こ
と
ば
に
い
づ
る
こ
ひ
）

　
思お
も
ひか
ね
そ
れ
と
こ
と（
の
）葉は

い

づ
伊
豆
の
海う
み

や

　
ふ
か
き
心
の
そ
こ
も
し
ら
せ
む
　
　
　
真
澄

真澄3

　

高
橋
友
鳳
子
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
秋
田
に

関
わ
る
軍
記
物
が
あ
り
ま
す
。
菅
江
真
澄
資
料
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
第
五
十
四
回
企
画
コ
ー

ナ
ー
展
「
真
澄
引
用
の
軍
記
物
」
な
ど
で
紹
介
し
ま

し
た
。
県
内
で
も
稀
少
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
で
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
版
本
『
奥

羽
軍
記
』、
稿
本
の
『
仙
北
小
野
寺
軍
記
』（
別
名
・

小
野
寺
興
廃
記
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

高
橋
友
鳳
子
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
真
澄
研

究
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
図
書
や
資
料

が
あ
り
ま
す
。

　

展
示
で
は
、
内
田
武
志
の
著
書
、
石
川
理
紀
之
助

の
遺
墨
（
短
冊
）、
深
澤
多
市
の
原
稿
、
柳
田
国
男
の

著
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。

4
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
短
冊

5
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
軍
記

6
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
真
澄
研
究



　
菅
江
真
澄
に
は
、
下
書
き
や
覚
え
書
き
（
メ
モ
）、

未
完
成
の
文
章
な
ど
を
綴
じ
合
わ
せ
た
書
冊
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
『
菅
江
真
澄
全
集
』（
未
来
社
）
で

は
「
雑ざ
っ
さ
ん纂

」
と
し
て
、
主
に
第
十
一
巻
に
ま
と
め
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
と
ま
っ
た
記
述
で

は
な
い
た
め
、
現
代
語
訳
を
施
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

ふ
だ
ん
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
般
に
は
読
む
必
要
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
い
書
冊

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
、
雑
纂
に
は
、
そ
こ
に
だ
け
し
か
書
か
れ

て
い
な
い
文
章
や
、
真
澄
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関

心
を
向
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
文
章
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
真
澄
の
勉
学
の
よ
う
す
が
垣
間
見
ら
れ

る
覚
え
書
き
が
あ
る
な
ど
、「
雑
纂
」
資
料
に
は
多
く

の
魅
力
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
整
っ
た
清
書
の
文
字
と

は
異
な
り
、
雑
纂
に
記
さ
れ
た
飾
り
気
の
な
い
文
字

か
ら
は
、
真
澄
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　
本
展
で
は
、
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
が
蔵
す

る
左
記
十
冊
の
資
料
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
雑
纂
に

分
類
さ
れ
る
資
料
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
風
の
落
葉
一
、
風
の
落
葉
三
、
風
の
落
葉
四
、
椎

　
の
葉
、
高
志
栞
、
混
雑
当
座
右
日
鈔
、
都
由
野
塵
束
、

　
風
野
塵
泥
、
筆
の
し
が
ら
み
、
陸
奥
国
毛
布
郡
一
事

　　
「
雑
纂
」
を
国
語
辞
典
で
引
く
と
、「
種
々
雑
多
な

記
録
、
文
書
な
ど
を
編
集
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
う

し
て
で
き
た
書
物
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
と
あ
り

ま
す
。
本
展
で
取
り
上
げ
た
真
澄
の
書
冊
（
右
で
い

う
「
書
物
」）
を
概
観
す
る
と
、
①
下
書
き
、
②
未
完

成
の
原
稿
、
③
覚
え
書
き
、
④
書
物
の
写
し
な
ど
を

綴
じ
合
わ
せ
た
書
冊
と
し
て
定
義
で
き
ま
す
。

①
下
書
き
を
綴
る

　
雑
纂
に
記
さ
れ
た
事
柄
は
、
部
分
的
に
真
澄
の
著

作
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
端
的
に
知
ら
れ
る
の
は
、朱
字
で「
…

入
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
か
ら
で
す
。

雑
纂
に
は
、
随
筆
や
地
誌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
下
書

き
が
あ
り
ま
す
。（
展
示
資
料
／
風
の
落
葉
三
）

②
未
完
成
の
原
稿
を
綴
る

　
一
冊
の
書
冊
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
部

分
的
な
文
章
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
展

示
資
料
／
筆
の
し
が
ら
み
）

■
《
筆
の
し
が
ら
み
》
に
「
花
の
ち
り
づ
か
」
の
四

丁
が
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

花
の
ち
り
づ
か
…
真
澄
に
よ
る
歌
物
語
。
巻
頭
右
上

に
「
志
比
能
屋
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
澄
が
書
斎

を
「
椎
ノ
屋
」
か
ら
長
野
町
小
野
寺
道
定
家
に
移
す

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月
以
前
に
ま
と
め
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
の
柱
に
「
花
の
ち
り
つ
か
」

と
あ
り
、
丁
数
が
一
～
四
と
打
た
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
格
的
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

■
《
椎
の
葉
》
に
「
世
々
の
ふ
る
つ
か
」
の
三
丁
が

綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

世
々
の
ふ
る
つ
か
…
真
澄
は
地
誌
《
月
の
出
羽
路
仙

北
郡
九
》
に
、
古
く
て
磨
滅
し
た
よ
う
な
板
碑
な
ど

を
「
世
々
の
ふ
る
塚
」
に
ま
と
め
た
が
、
人
に
貸
し

て
無
く
し
た
と
書
い
て
い
る
。《
椎
の
葉
》
に
あ
る

「
世
々
の
ふ
る
つ
か
」
は
、
塚
に
関
す
る
考
証
随
筆
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
こ
と
ひ
塚
」
は
、《
筆

の
ま
に
ま
に
八
》「
う
し
い
し
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

■
《
風
の
落
葉
四
》
に
「
世
々
の
ふ
る
あ
と
」
の
六

丁
半
（
九
項
目
）、《
椎
の
葉
》
に
同
じ
く
一
丁
（
二

項
目
で
、前
者
と
重
複
す
る
）
が
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

世
々
の
ふ
る
あ
と
…
秋
田
に
あ
る
古
跡
に
つ
い
て
の

考
証
随
筆
で
あ
る
。《
風
の
落
葉
四
》
と
《
椎
の
葉
》

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、《
椎
の
葉
》に
あ
る
二
項
目（「
高

清
水
岡
と
い
ふ
事
を
」「
白
磐
須
波
の
ふ
た
ば
し
ら
」）

は
、《
風
の
落
葉
四
》
と
重
複
す
る
。《
風
の
落
葉
四
》

に
は
さ
ら
に
七
項
目
あ
り
、「
瑜
伽
寺
の
ふ
る
あ
と
」

は
後
欠
と
な
っ
て
い
る
。
双
方
の
料
紙
右
上
に
「
椎

ノ
葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、書
斎
名
の
「
椎
ノ
屋
」

に
通
じ
、
ま
た
、
半
丁
の
十
二
行
は
「
椎
ノ
屋
罫
紙
」

（
本
紙
６
頁
参
照
）
を
下
敷
き
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
真
澄
が
書
斎
を
「
椎
ノ
屋
」
か
ら
長
野

町
小
野
寺
道
定
家
に
移
す
文
政
五
年
四
月
以
前
に
書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
覚
え
書
き
を
綴
る

　
雑
纂
に
は
、
辞
書
か
ら
の
写
し
が
書
か
れ
た
り
、

調
べ
た
こ
と
を
覚
え
書
き
に
し
た
メ
モ
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
真
澄
が
文
章
を
書
く
際
の
、

勉
学
の
よ
う
す
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
展

示
資
料
／
風
の
落
葉
四
、
混
雑
当
座
右
日
鈔
）

④
書
物
の
写
し
を
綴
る

　
真
澄
は
文
章
を
書
く
上
で
、
他
の
文
献
を
引
用
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
真

澄
自
ら
が
、
一
時
的
に
書
き
写
し
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
雑
纂
に
は
、
そ
の
よ
う
な
書
物
の
写
し
が
見

ら
れ
ま
す
。（
展
示
資
料
／
風
野
塵
泥
、
風
の
落
葉
一
）

　　

雑
纂
に
は
、
秋
田
に
関
す
る
書
物
が
写
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
活
字
本
と
し
て

公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
秋
田
関
係

の
書
物
で
あ
り
な
が
ら
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
真
澄
が
写
し
た
底
本
が
何
だ
っ
た

の
か
な
ど
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。（
展
示
資
料
／

都
由
野
塵
束
、
御
領
分
神
社
仏
閣
縁
起
〈
館
蔵
〉、
羽

陰
史
略
〈
当
館
寄
託
資
料
〉）

■
《
椎
の
葉
》
三
丁
半
…
【
六
郡
祭
事
記
】
秋
田
領

六
郡
に
お
け
る
神
社
の
祭
日
と
内
容
を
月
日
順
に
記

述
し
て
い
る
。
真
澄
が
、
明
徳
館
助
教
那
珂
通
博
（
碧

峰
）
の
撰
と
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
活
字
本

／
新
秋
田
叢
書
第
三
巻

■
《
風
の
落
葉
三
》
合
わ
せ
て
六
丁
…
【
人
見
日
記
】

秋
田
の
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
人ひ
と
み
し
ょ
う
う

見
蕉
雨
の
随
筆
で
、

秋
田
に
ま
つ
わ
る
史
話
や
逸
話
を
ま
と
め
て
い
る
。

写
本
が
、『
人
見
宇
右
衛
門
覚
書
』
と
し
て
大
館
市

立
栗
盛
記
念
図
書
館
に
あ
る
。
翻
刻
／
真
澄
研
究
第

十
九
号

■
《
都
由
野
塵
束
》
二
丁
…
【
乞
食
袋
】「
真
宮
定
基

誌　

一
冊　

随
筆
」
と
し
て
七
項
目
写
し
て
い
る
が
、

真澄４

平成２９年
１０月１４日（土）～１２月１０日（日）

雑
ざ っ さ ん

纂資料
の魅力

第７４回企画コーナー展

１
、
雑
纂
と
は
何
か

２
、
秋
田
の
書
物
を
写
す



他
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。『
秋
田
人
名
大

事
典
』（
秋
田
魁
新
報
社
）
で
は
、
歌
を
よ
く
し
た
藩

士
の
真
宮
定
広
（
一
七
五
五
～
一
八
○
四
）
を
著
者

と
し
て
い
る
。

■
《
都
由
野
塵
束
》
五
丁
…
【
羽
陰
史
略
】
中
村
光

得
（
？
～
一
七
二
八
）
が
ま
と
め
た
編
年
体
の
私
史
。

光
得
は
『
佐
竹
家
譜
』
を
ま
と
め
る
た
め
に
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）
に
大
和
田
内
記
と
と
も
に
常
陸
に

派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
た
め
、
私
史
と
い
え
ど
も

公
撰
に
変
わ
り
は
な
い
と
『
新
秋
田
叢
書
』
第
一
巻

の
解
題
に
あ
る
。

■
《
都
由
野
塵
束
》
十
六
丁
半
…
【
古
神
社
縁
起
】

秋
田
領
六
郡
の
神
社
仏
閣
を
書
き
出
し
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
で
縁
起
を
簡
単
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
別
本
（
館
蔵
）
に
「
御
領
分
神
社
仏
閣
縁
起
」

の
書
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　　

真
澄
が
完
成
を
目
指
し
な
が
ら
、
途
中
で
書
く
の

を
止
め
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
を「
未
完
成
本
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。真
澄
は
、

八
郎
潟
周
辺
の
事
柄
を
、「
お
が
た
の
つ
と
」
と
し
て

ま
と
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
は
、現
在
、《
椎

の
葉
》
と
《
上
津
野
の
花
ほ
か
》
に
五
丁
（
洋
装
本

の
十
頁
）
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

雑
纂
に
綴
じ
ら
れ
た
内
容
か
ら
、
完
成
本
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
展
示
資
料
／
椎
の
葉
、
上
津

野
の
花
ほ
か
〈
館
蔵
〉）

　「
お
が
た
の
つ
と
」
は
、
八
郎
潟
周
辺
を
周
遊
し
た

際
の
み
や
げ
物
の
意
で
す
。
文
章
に
記
さ
れ
た
年
月
、

そ
れ
に
鳥と
や
の
な
が
き

屋
長
秋
宛
書
簡
（
全
集
十
二
巻
所
収
）
に

内
容
の
一
致
を
見
い
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
十
四

年
（
一
八
一
七
）
八
月
か
ら
九
月
の
記
録
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
料
紙
に
は
、
椎
ノ
屋
罫
紙
（
十
二
行
、
左
右
双
辺
、

版
心
複
線
）
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
《
上
津
野
の
花
ほ
か
》【
料
紙
の
柱
に
丁
数
な
し
。

「
二
」
に
相
当
】

（
要
約
）
寺
内
村
に
あ
る
西せ

い
ら
い
い
ん

来
院
前
の
庵
に
、
盲
人

の
法
師
が
住
ん
で
い
た
。
名
を
尋
ね
る
と
、
尾
張

国
知
多
郡
長
尾
の
皆
満
寺
の
即
成
だ
と
言
う
。
即
成

は
、
前
年
夏
に
お
こ
な
わ
れ
た
西
来
院
の
洪
鐘
供
養

が
あ
っ
た
時
に
ち
ょ
う
ど
訪
ね
て
き
て
、
全
長
和
尚

の
深
い
情
け
で
こ
の
庵
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
即
成
か
ら
こ
れ
ま
で
詠
ん
だ
歌
を
聞
い
た
後
、

真
澄
が
尾
張
国
熱
田
神
宮
の
粟
田
知
近
を
知
っ
て
い

る
か
と
尋
ね
る
と
、
即
成
は
親
し
か
っ
た
と
答
え
た
。

■
《
上
津
野
の
花
ほ
か
》【
料
紙
の
柱
に
「
四
」】

（
要
約
）
真
澄
は
、
夕
方
か
ら
鎌
田
正ま
さ
や
か家
の
父
で
あ
る

正
安
と
寺
内
か
ら
高
清
水
に
か
け
て
巡
遊
し
た
。
二

人
で
西
来
院
前
の
庵
に
住
む
即
成
法
師
を
訪
ね
、
歌

を
詠
み
合
っ
た
。
翌
十
六
日
に
は
、
正
家
と
語
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
本
誓
寺
の
是
観
上
人
が
来
た
の
で
、

ま
た
歌
を
詠
み
合
っ
た
。
十
七
日
に
は
、
土
崎
湊
の

岩
谷
宗
章
か
ら
前
日
に
贈
っ
て
い
た
歌
の
返
し
と
し

て
、
早
く
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。

（
歌
に
あ
る
「
も
ち
月
の
月
」「
望
月
の
か
げ
」
な
ど

か
ら
、
八
月
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。）

■
《
椎
の
葉
》【
料
紙
の
柱
に
「
五
」】

（
要
約
）
鎌
田
正
家
と
別
れ
た
真
澄
は
、
高
清
水
を
越

え
て
、
日
蓮
宗
法
興
寺
の
近
く
に
あ
る
岩
谷
宗
章
の

住
む
松
箏
亭
を
訪
ね
た
。
次
に
法
興
寺
に
入
っ
た
真

澄
は
、
四
五
年
前
、
宗
章
、
辰
明
、
貞
直
ら
と
山
歩

き
な
ど
を
し
た
と
き
、
に
わ
か
雨
が
降
っ
て
き
た
の

で
こ
の
寺
に
雨
宿
り
し
た
こ
と
や
、
一
昨
年
秋
の
こ

ろ
に
遷
化
し
た
上
人
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
て
い

る
。
翌
十
八
日
に
は
、
風
で
落
ち
た
た
く
さ
ん
の
松

ぼ
っ
く
り
を
子
ど
も
た
ち
が
拾
い
集
め
る
の
を
見
て

い
る
と
、
む
ね
ぶ
ね
（
宗
章
、
む
ね
ぶ
み
）、
と
き
あ

き
ら
（
辰
明
）
が
訪
ね
て
き
た
。

■
《
椎
の
葉
》【
料
紙
の
柱
に
「
九
」】

（
要
約
）
二
十
四
日
に
は
出
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の

を
、
雨
の
た
め
に
取
り
止
め
た
。
二
十
五
日
に
な
っ

て
出
立
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
中
途
半
端
な
時
間
な

の
で
、
近
く
ま
で
ま
ず
歩
み
を
進
め
る
と
し
て
、
千

代
女
と
岩
谷
宗
賀
の
両
人
と
歌
の
贈
答
を
し
た
。

■
《
椎
の
葉
》【
料
紙
の
柱
に
丁
数
な
し
。「
九
」
の

後
部
に
相
当
】

（
要
約
）（
お
堂
に
あ
る
）
は
な
び
こ
面
の
裏
に
徳
治

二
年
（
一
三
○
七
）
の
銘
が
あ
る
。
こ
と
し
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
ま
で
五
百
十
一
年
に
な
る
。

秋
田
路
に
は
番
楽
舞
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
五
城
目

で
は
「
あ
そ
び
」
と
い
う
。
本
居
宣
長
が
『
玉
勝
間
』

に
書
く
よ
う
に
、
能
は
、
も
と
も
と
は
野
で
、
野
楽

（
の
あ
そ
び
）
か
ら
言
わ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

岩
城
と
笠
岡
（
と
も
に
秋
田
市
下
新
城
）
を
経
て
、

永
全
法
師
の
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
九
月
一
日
、二
日
と
、

主
と
語
り
あ
っ
て
過
ご
し
た
。

　　

真
澄
の
自
筆
資
料
は
、
一
部
の
書
冊
を
除
い
て
、

罫
線
も
枠
線
も
な
い
用
紙
（
無
地
の
用
紙
）
に
書
か

れ
る
の
が
普
通
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
雑
纂
資
料
を
通

覧
し
て
み
る
と
、
無
地
の
用
紙
の
ほ
か
に
、
罫
紙
や

枠
線
の
あ
る
用
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
手
元
に
あ
っ
た
用
紙
を
と

り
あ
え
ず
使
い
、
後
で
そ
れ
ら
を
綴
じ
合
わ
せ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ

と
も
、
雑
纂
資
料
の
特
徴
の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

真
澄
の
自
筆
資
料
に
は
、
罫
線
や
枠
線
の
あ
る
用

紙
が
六
種
類
使
わ
れ
て
い
ま
す
（
個
人
蔵
の
一
部
資

料
を
除
く
）。
こ
の
う
ち
、
雑
纂
資
料
に
は
三
種
類
の

用
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
左
に
示
す
書
名
の
う
ち
、

傍
線
を
付
し
た
の
が
雑
纂
の
書
名
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
十
一
行
罫
紙
（
双
辺
、
版
心
単
線
）

　

高
志
栞
、
椎
の
葉
、
風
の
落
葉
六
、
陸
奥
国
毛
布

　

郡
一
事
、
百
臼
之
図
（
異
文
二
）

②
椎
ノ
屋
罫
紙
（
十
二
行
、
左
右
双
辺
、
版
心
複
線
）

　

高
志
栞
、
椎
の
葉
、
雪
の
山
越
え

③
明
徳
館
罫
紙
（
十
行
、
単
辺
、
魚
尾
）

　

し
の
の
は
ぐ
さ

④
無
罫
単
辺
枠
紙
Ⅰ
種
（
版
心
単
線
）

　

百
臼
之
図
（
異
文
一
）

⑤
無
罫
単
辺
枠
紙
Ⅱ
種
（
版
心
複
線
）

　

椎
の
葉
、
雪
の
山
越
え
、
新
古
祝
甕
品
類
之
図
（
全

　

丁
）、
菅
江
真
澄
翁
画
、
桜
が
り

⑥
無
罫
双
辺
枠
紙

　

百
臼
之
図
（
異
文
二
）

※
罫
紙
と
枠
紙
の
名
称
は
、
便
宜
的
に
付
け
た
も
の

　

で
す
。

※
「
真
澄
使
用
の
用
紙
」
に
つ
い
て
は
、
本
紙
６
頁

　

で
紹
介
し
ま
す
。

  　

真
澄
が
書
い
た
文
章
や
覚
え
書
き
が
、
地
域
で
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
使
っ
て
い
る
用
紙

や
字
の
書
き
ぶ
り
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
書
い
た
あ

と
で
書
冊
と
し
て
綴
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
展
示
資
料
／
高
志
栞
、
陸
奥
国
毛
布
郡
一
事
）

真澄５

・・・・・・

３
、
未
完
成
本
の
す
が
た

４
、
真
澄
使
用
の
用
紙

５
、
地
域
で
ま
と
め
る



真澄使用の用紙
真澄が使う用紙はほとんどが無地ですが、まれに罫紙や枠
線の入った紙を用いることがあります。その数は６種類に
なりました。（個人蔵の一部資料を除く。）

※色付きの書名は、雑纂を表しています。

※罫紙と枠紙の名称は、便宜的に付けたものです。

① 十一行罫紙（双辺、版心単線） ② 椎ノ屋罫紙（１２行、左右双辺、版心複線）

③ 明徳館罫紙（１０行、単辺、魚尾） ④ 無罫単辺枠紙Ⅰ種（版心単線）

⑤ 無罫単辺枠紙Ⅱ種（版心複線） ⑥ 無罫双辺枠紙

美濃紙半裁・無地 半紙・無地

百臼之図（異文二）

雪の山越え

しののはぐさ 百臼之図（異文一）

雪の山越え

新古祝甕品類之図

百臼之図（異文二）

（約１９㌢×２６㌢） （約２４㌢×３２㌢）

半紙本

中本

菅江真澄翁画

桜がり

【全丁】

高志栞

椎の葉

風の落葉六

陸奥国毛布郡一事

高志栞

椎の葉

椎の葉

日記

地誌・図絵集・雑纂など

真澄６



真澄７

　

重
要
文
化
財
「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」
八
十
九
冊
は
、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
二
月
、
真
澄
自
身
が
秋

田
藩
校
明
徳
館
に
納
め
た
も
の
が
中
心
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
、
他
地
域
を
知
る
紀
行
文
と

し
て
、
ま
た
、
秋
田
を
知
る
書
物
と
し
て
読
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
時
が
移
り
、
印
刷
物
と
し
て
公
刊
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
の
郷
土
を
知
る

手
が
か
り
と
し
て
、
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
遊
覧
記
の
特
色
の

ひ
と
つ
が
彩
色
さ
れ
た
図
絵
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ

ラ
ー
で
図
絵
を
見
て
み
た
い
、
写
本
で
は
な
く
実
物

を
見
て
み
た
い
と
い
う
希
望
を
、
多
く
の
方
々
が
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
辻
家
（
秋
田
市
）
の

御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、
昭
和
五
十
年
開
館
時
の

テ
ー
マ
展
「
菅
江
真
澄
と
秋
田
の
風
土
」
を
は
じ
め
、

企
画
展
や
特
別
展
で
何
度
か
実
物
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
十
年
ご
と
に

お
こ
な
わ
れ
た
真
澄
没
後
記
念
祭
に
際
し
て
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
は
、
館
内
の
パ

ソ
コ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
非
接
続
）
で
実
資
料
の

全
頁
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
物
が

持
つ
色
合
い
や
雰
囲
気
ま
で
は
再
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
資
料
で
あ
る
「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」
は
こ
れ
ま

で
大
事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
た
め
、
現
在
で
も
そ
の

見
事
さ
は
失
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実
物
が
見
ら
れ
る

機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
資
料
保
存
の
関

係
上
、
部
分
的
・
限
定
的
な
公
開
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

重
要
文
化
財「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」を
公
開
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
重
要
文
化
財
「
菅
江
真
澄
遊
覧
記
」
は
、

平
成
十
年
か
ら
当
館
の
寄
託
資
料
と
な
っ
て
お
り
、

普
段
非
公
開
で
す
。

※
展
示
期
間
を
三
週
間
と
し
て
、
一
週
間
ご
と
に
開

　
帖
部
分
を
替
え
ま
し
た
。

秋田の旅１４冊
平成２９年
春期：５月２３日（火）～６月１１日（日）

雪の出羽路平鹿郡１４冊
平成２９年
秋期：９月２０日（水）～１０月９日（月・祝）

自筆本の特別公開

自筆本の特別公開（春期）

秋田の旅１４冊　　「男鹿の秋風」紹介パネル

雪の出羽路平鹿郡１４冊　　「平鹿郡八」紹介パネル



　

秋
田
県
立
博
物
館
に
よ
る
出
張
展
の
一
環
と
し
て
、

標
記
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
昨
年
度
の
「
真
崎

文
庫
の
中
の
菅
江
真
澄
と
そ
の
魅
力
」
に
続
い
て
の

開
催
で
、真
崎
文
庫
の
う
ち
、大
館
市
指
定
文
化
財
「
真

崎
文
庫
」（
県
指
定
文
化
財「
菅
江
真
澄
著
作
」を
除
く
）

か
ら
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

菅
江
真
澄
遊
覧
記
は
、
秋
田
藩
校
明
徳
館
の
蔵
書

で
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
丁
表
に
捺
さ
れ
た
「
明
徳

館
図
書
章
」
印
、
そ
れ
に
『
明
徳
館
書
籍
目
録
』（
Ｍ

─
一
二
○
○
）
の
記
載
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
徳
館
の
蔵
書
は
、
明
治
維
新
で
散
逸
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
館
市
指
定
文
化
財
「
真
崎
文
庫
」

に
は
、
明
徳
館
旧
蔵
本
が
十
二
点
三
十
冊
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
秋

　
　
　
　
　
　
　
　

田
に
と
っ
て
の
宝
物
で
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
明
徳
館
図
書
章
」
印

　

真
崎
文
庫
の
う
ち
、菅
江
真
澄
自
筆
の
も
の
は
、「
菅

江
真
澄
著
作
」（
一
部
写
本
を
含
む
）
と
し
て
県
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
館
市
指
定
文
化
財

「
真
崎
文
庫
」
に
も
真
澄
の
自
筆
が
含
ま
れ
る
資
料
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
新
た
に
判
明
し
た
真
澄
自
筆

資
料
（
一
部
分
が
自
筆
）
を
三
点
紹
介
し
ま
す
。

一
、
群
書
類
従
（
Ｍ
─
二
八
）（
Ｍ
は
請
求
記
号
）

　

塙
は
な
わ

保ほ
き
い
ち

己
一
が
編
纂
し
た
「
群
書
類
従
」
の
う
ち
、

正
編
巻
第
百
三
十
六
の
版
本
で
、「
玉
造
小
町
子
壮
衰

書
一
首
幷
序
」「
新し
ん
さ
る
が
く
き

猿
楽
記
」
を
内
容
と
す
る
。

　

第
一
丁
右
上
に
真
澄
所
用
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
が
真
澄
の

自
筆
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
真
澄
の
手し
ゅ
た
く
ぼ
ん

沢
本
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
雄
平
仙
河
秋
山
補
陀
洛
巡
拝
古
跡
記
（
Ｍ
─

一
一
二
）

　

本
資
料
は
、
一
般
に
『
秋
田
六
郡
三
十
三
観
音
巡

礼
記
』
と
し
て
知
ら
れ
る
書
冊
で
あ
る
。

　

表
紙
左
上
に
あ
る
題だ
い
せ
ん簽

、
内
題
部
分
に
あ
る
添
書
、

中
に
あ
る
天て
ん

註
ち
ゅ
う

部
分
に
真
澄
の
文
字
が
認
め
ら
れ

る
。
天
註
部
分
は
朱
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
真
澄
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
内
題
を
含
め
た
本
文
は
他
筆
で
あ
る
。

三
、
書
画
帳
（
Ｍ
─
一
四
一
二
）

　

秋
田
俳
壇
で
四
世
虫
二
房
を
名
乗
っ
た
土ど
い
い
こ
う

肥
渭
虹

が
、
芭
蕉
翁
の
作
風
を
継
承
す
べ
く
、
句
・
歌
・
画

を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
裏
の
貼
紙
に
、
旧
蔵

者
に
よ
っ
て
「［
真
澄
、
臺
］
三
河
国
菅
井
（
マ
マ
）
真
澄
」
と

あ
る
。
真
澄
の
歌
と
句
に
な
っ
て
い
る
が
、「
臺
（
台
）」

の
署
名
と
花
押
の
組
み
合
わ
せ
が
珍
し
い
。

【
歌
】
竹ち
く
ま
の
は
な

間
花
と
い
ふ
こ
と
を　

真
澄

く
れ
た
け
の
し
げ
み
が
く
れ
に
咲さ
く

花
も
見
え
て
葉は
わ
け分

の
風
に
ほ
ふ
也

【
句
】
梅
が
香か

や
光
檞か

し
はに

風
の
色　

臺
（
花
押
）

※
大
館
市
指
定
文
化
財
「
真
崎
文
庫
」
に
お
け
る
真

澄
自
筆
資
料
（
一
部
が
自
筆
）
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

九
点
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、『
真
澄
研
究
』

第
二
十
二
号
（
当
館
）
で
紹
介
し
ま
す
。

大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
へ
の
改
称
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
、
大
館
市
立
中
央
図
書

館
が
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
に
名
称
を
変
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
五
十
八
年
の
改
称
ま
で

使
わ
れ
て
い
た
旧
称
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
敷
地
に
隣
接
し
て
い
た
栗
盛
家
か
ら
土

地
を
譲
渡
さ
れ
て
新
た
な
閲
覧
室
な
ど
を
拡
充
し
た

た
め
で
す
が
、
そ
も
そ
も
敷
地
・
建
物
・
蔵
書
類
が

栗
盛
教
育
団
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
、
市
立
図
書
館
の
礎

が
で
き
た
こ
と
の
記
念
へ
の
回
帰
と
も
な
り
ま
す
。

　

学
生
の
育
成
事
業
を
お
こ
な
っ
た
栗
盛
教
育
団
は
、

生
活
の
た
め
に
幼
少
年
期
に
十
分
な
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
栗
盛
吉
右
衛
門
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

先
人
の
偉
業
が
大
館
市
の
み
な
ら
ず
秋
田
県
の
文

化
事
業
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
意
識
す
る
た

め
に
も
、
再
び
「
栗
盛
記
念
」
を
冠
す
る
旧
称
に
戻
っ

た
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
に
は
、
県
指
定
文
化

財
「
菅
江
真
澄
著
作
」（
指
定
四
十
六
点
）
が
含
ま
れ

る
「
真
崎
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
の
郷
土
史
家
で
あ
っ

た
真
崎
勇
助
が
収
集
し
た
古
文
書
類
二
、一
二
七
点
、

考
古
資
料
約
六
、五
○
○
点
か
ら
な
る
一
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
県
指
定
文
化
財
を
除
く
古
文
書
類

は
大
館
市
指
定
文
化
財
「
真
崎
文
庫
」（
指
定
二
、
○

八
一
点
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
に
関
す
る
古
文

書
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
が
図
書
館
の
大
き
な
特
長

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

菅
江
真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、

大
館
市
立
中
央
図
書
館
の
名
称
を
本
紙
「
広
報
紙
真

澄
」
を
は
じ
め
と
す
る
印
刷
物
な
ど
に
使
っ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
「
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
」

に
置
き
換
え
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
松
山
）

編集後記（表紙解説も兼ねて）

　当館では毎月ギャラリートークをおこなっている。菅江真澄資料センター担
当として今年度赴任した角崎大（つのざき・ひろむ）学芸主事も、毎月１回、
テーマを決めた 20 ～ 30 分のギャラリートークを、多くは講読会のある日の午
前におこなった。12月 24日、サクラの職員も一人お願いしておこなったところ、
なんと 11 名の方の参加があった。その時点での入館者の大部分（個人の印象で
す）に参加していただいたのではないだろうか。話がうまいのか、はたまた、「下
北・津軽の旅」のテーマがよかったのか、いずれにしても御参加いただいた方々
には感謝申し上げます。継続は力なり。よかったよかった。ギャラリートーク
は、月初めまでには、期日と内容をチラシやホームページでお知らせしていま
す。機会がありましたら是非御参加ください。と、表紙の絵柄がようやく決まっ
たことが、私にとって最大の朗報でした。（松山）
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　　　　　　℡ .018-873-4121（代）

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

No.35

真澄8

大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
・
真
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日（
土
）・
十
月
一
日（
日
）

「
真
崎
文
庫
、菅
江
真
澄

　
　
　
周
辺
の
こ
と
が
ら
」

藩
校
明
徳
館
旧
蔵
本

市
文
化
財
の
真
澄
自
筆
資
料
（
新
出
）


